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平成２７年９月８日（火曜日）決算特別委員会 

 

○出席委員（１４名） 

   ２番  古  沢  清  志  委員     ３番  佐  藤  耕  治  委員 

   ４番  渡  邉  賢  一  委員     ５番  伊  藤  正  彦  委員 

   ６番  遠  藤  智 与 子  委員     ７番  太  田  芳  彦  委員 

   ８番  石  山     忠  委員     ９番  阿  部     清  委員 

  １０番  沖  津  一  博  委員    １２番  工  藤  吉  雄  委員 

  １３番  柏  倉  信  一  委員    １４番  木  村  寿 太 郎  委員 

  １５番  内  藤     明  委員    １６番  杉  沼  孝  司  委員 

○欠席委員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  丹 野 敏 晴  副 市 長 

草 苅 和 男  教 育 長  菅 野 英 行  
総務課長（併）
選挙管理委員会
事 務 局 長 

月 光 龍 弘  政策企画課長  伊 藤 耕 平  
さがえ未来創成
課 長 

宮 川   徹  財 政 課 長  松 田 幸 彦  税 務 課 長 

小 林 友 子  市民生活課長  芳 賀 弘 明  建設管理課長 

森 谷 孝 義  下 水 道 課 長  原 田 真 司  
農林課長（併）
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

秋 場 礼 子  商工振興課長  松 田   仁  
さ く ら ん ぼ 
観 光 課 長 

阿 部 藤 彦  健康福祉課長  佐 藤 浩 之  高齢者支援課長 

竹 田   浩  子育て推進課長  小 畑 広 明  
会 計 管 理 者 
（兼）会計課長 

軽 部 賢 悦  水道事業所長  土 屋 恒 一  病 院 事 務 長 

山 田 健 二  学校教育課長  荒 木 信 行  生涯学習課長 

大 沼 孝一郎  監 査 委 員     登代子  監 査 委 員 

安孫子 和 広  
監 査 委 員 
事 務 局 長     

○事務局職員出席者 

丹 野 敏 幸  事 務 局 長  佐 藤   肇  局 長 補 佐 

山 田 良 一  局 長 補 佐  渡 邊 拓 也  総 務 係 長 
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  決算特別委員会議事日程第１号  第３回定例会 

  平成２７年９月８日（火）    予算特別委員会終了後開議 

 

   開  会 

日程第 １ 寒河江市議会決算特別委員会正副委員長の互選について 

 〃  ２ 認第 １号 平成２６年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ３ 認第 ２号 平成２６年度寒河江市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ４ 認第 ３号 平成２６年度寒河江市浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ５ 認第 ４号 平成２６年度寒河江市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ６ 認第 ５号 平成２６年度寒河江市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ７ 認第 ６号 平成２６年度寒河江市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ８ 認第 ７号 平成２６年度寒河江市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ９ 認第 ８号 平成２６年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定

について 

 〃 １０ 認第 ９号 平成２６年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の

認定について 

 〃 １１ 認第１０号 平成２６年度寒河江市立病院事業会計決算の認定について 

 〃 １２ 議第５３号 平成２６年度寒河江市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 〃 １３ 議案説明 

 〃 １４ 質疑 

 〃 １５ 分科会分担付託 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第１号に同じ 

 

 

 

   開    会    午前１０時１０分 

 

○丹野敏幸事務局長 初めての決算特別委員会で

ありますので、寒河江市議会委員会条例第10条

第２項の規定により、年長の木村寿太郎委員に

臨時委員長をお願いいたします。 

○木村寿太郎臨時委員長 おはようございます。 

  初めての決算算特別委員会でありますので、

委員長が互選されるまでの間、年長の私が委員

長の職務を行います。暫時の間御協力をお願い

いたします。 

  ただいまから決算特別委員会を開会いたしま

す。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 



 - 159 - 

 

寒河江市議会決算特別委員会 

正副委員長の互選について 

 

○木村寿太郎臨時委員長 日程第１、寒河江市議

会決算特別委員会正副委員長の互選についてを

議題といたします。 

  これより委員長の互選を行います。 

  お諮りいたします。 

  委員長の互選については、指名推選によるこ

ととし、私から指名いたしたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  それでは、私から委員長には阿部 清委員を

指名いたします。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、委員長には阿部 清委員が当選され

ました。 

  委員長より就任の御挨拶をお願いします。 

〔阿部 清委員 委員長席へ〕 

○阿部 清委員長 ただいま決算特別委員長を仰

せつかりました阿部 清です。 

  皆様の御協力を得ながら最後まで務めていき

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

  座らせていただきます。 

  これより副委員長の互選を行います。 

  お諮りいたします。 

  副委員長の互選については指名推選によるこ

ととし、私から指名いたしたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  それでは、私から副委員長には古沢清志委員

を指名いたします。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、副委員長には古沢清志委員が当選さ

れました。 

  副委員長より、自席にて就任の御挨拶をお願

いいたします。 

○古沢清志副委員長 おはようございます。 

  決算特別委員会の副委員長を仰せつかりまし

た古沢でございます。委員長を補佐し、万事怠

りなく進めてまいりますので、どうぞよろしく

お願いします。 

 

議 案 上 程 

 

○阿部 清委員長 日程第２、認第１号平成26年

度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てから日程第12、議第53号平成26年度寒河江市

水道事業会計利益の処分及び決算の認定につい

てまでの11案件を一括議題といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○阿部 清委員長 日程第13、議案説明でありま

す。 

  初めに、認第１号平成26年度寒河江市一般会

計歳入歳出決算の認定についてから認第10号平

成26年度寒河江市立病院事業会計決算の認定に

ついてまで、当局より説明を求めます。小畑会

計管理者。 

○小畑広明会計管理者（兼）会計課長 平成26年

度寒河江市一般会計及び特別会計決算について

御説明申しあげます。 

  大要は、本会議におきまして市長から説明申

しあげておりますので、私からは各会計の事項

別明細書に基づいて申しあげます。 

なお、金額の読み上げでは100円以下の数字

は略させていただきますのでよろしくお願いい

たします。 

  最初に、認第１号平成26年度寒河江市一般会

計歳入歳出決算の認定について御説明申しあげ
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ます。72ページをお開き願います。 

  最初に歳入でありますが、第１款市税は収入

済額が 51億 4,213 万 3,000 円で、前年度比

101.4％であります。 

  主なものは市民税が20億6,240万4,000円で、

前年度比102.8％、固定資産税が23億204万

7,000円で前年度比100.9％であります。 

  74ページ、第２款地方譲与税は１億2,872万

9,000円。 

  76ページ、第３款利子割交付金は897万1,000

円。 

  第４款配当割交付金は1,960万2,000円。 

  第５款株式等譲渡所得割交付金は1,067万

5,000円であります。 

  78ページ、第６款地方消費税交付金は４億

7,652万1,000円。 

  第７款自動車取得税交付金は1,758万2,000円。 

  第８款地方特例交付金は2,204万円でありま

す。 

  80ページ、第９款地方交付税は42億8,799万

6,000円で、前年度比96.5％であります。 

  第10款交通安全対策特別交付金は754万8,000

円。 

  第11款分担金及び負担金は２億7,599万円。 

  84ページ、第12款使用料及び手数料は9,154

万4,000円。 

  90ページ、第13款国庫支出金は15億8,783万

9,000円で、前年度比86.0％であります。 

  98ページ、第14款県支出金は10億4,636万

3,000円。 

  112ページ、第15款財産収入は２億6,283万

9,000円。 

  114ページ、第16款寄附金は2,730万4,000円

で、前年度比369.0％です。 

  第17款繰入金は４億8,120万9,000円。 

  118ページ、第18款繰越金は２億9,188万

6,000円。 

  第19款諸収入は６億7,830万5,000円。 

  124ページ、第20款市債は13億9,020万円で、

前年度比61.4％であります。 

  128ページ、以上、歳入合計は162億5,528万

2,000円で、前年度比95.6％であります。 

  次に、歳出でありますが、支出済額を申しあ

げます。130ページをお開き願います。 

  第１款議会費は１億9,625万2,000円。 

  132ページ、第２款総務費は14億1,508万

3,000円であります。 

  164ページ、第３款民生費は49億8,807万

8,000円で、その内訳は、第１項社会福祉費が

24億736万3,000円。 

  174ページ、第２項児童福祉費が23億9,389万

1,000円。 

  182ページ、第３項生活保護費が１億8,204万

５,000円などであります。 

  184ページ、第４款衛生費は16億781万8,000

円で、その内訳は、第１項保健衛生費が３億

7,316万2,000円。 

  194ページ、第２項清掃費が５億8,336万円。 

  第３項病院費が６億5,129万6,000円でありま

す。 

  第５項労働費は4,162万2,000円。 

  196ページ、第６款農林水産業費は３億1,306

万8,000円。 

  210ページ、第７款商工費は11億6,878万

8,000円であります。 

  220ページ、第８款土木費は15億5,085万

3,000円で、その内訳は、222ページ、第２項道

路橋梁費が５億1,739万6,000円。 

  228ページ、第４項都市計画費が９億1,271万

8,000円などであります。 

  236ページ、第９款消防費は７億5,198万

2,000円であります。 

  240ページ、第10款教育費は14億6,070万

8,000円で、その内訳は、248ページ、第２項小

学校費が５億2,256万1,000円。 

  254ページ、第３項中学校費が３億3,821万
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5,000円。 

  258ページ、第４項社会教育費が２億9,881万

3,000円。 

  272ページ、第５項保健体育費が１億3,594万

2,000円であります。 

  274ページ、第11款災害復旧費は5,906万

4,000円。 

  276ページ、第12款公債費は20億8,828万

３,000円であります。 

  第13款予備費充用は延べ18件であります。 

  278ページ、以上、歳出合計は156億4,160万

4,000円で、前年度比95.2％であります。この

結果、歳入歳出差し引き残額は、６億1,367万

8,000円となり、これより繰越明許費に係る翌

年度へ繰り越すべき財源、2,452万6,000円を差

し引いた実質収支額は、５億8,915万2,000円で、

前年度比105.3％であります。 

  また、地方自治法及び基金条例の規定による

基金への繰り入れは、財政調整基金に２億

9,500万円、減債基金に500万円を行ったところ

であります。残る２億8,915万2,000円は翌年度

に繰り越しをしております。 

  次に、認第２号平成26年度寒河江市公共下水

道事業特別会計歳入歳出決算の認定について御

説明申しあげます。282ページをお開き願いま

す。 

  歳入でありますが、第１款分担金及び負担金

は743万8,000円。 

  第２款使用料及び手数料は５億4,124万7,000

円。 

  284ページ、第３款国庫支出金は１億5,950万

円。 

  第４款繰入金は４億6,985万1,000円。 

  288ページ、第７款市債は２億2,620万円など

であります。 

  以上、歳入合計は14億625万9,000円でありま

す。 

  次に、290ページ、歳出でありますが、第１

款公共下水道事業費が６億3,707万6,000円。 

  294ページ、第２款公債費が７億6,918万

3,000円で、296ページ、歳出合計は14億625万

9,000円であります。その結果、歳入歳出差し

引き残額はございません。 

  次に、認第３号平成26年度寒河江市浄化槽整

備事業特別会計歳入歳出決算の認定について御

説明申しあげます。 

  300ページをお開き願います。歳入でありま

すが、第１款分担金及び負担金は830万円。 

  第３款国庫支出金は1,555万4,000円。 

  302ページ、第５款繰入金は3,408万7,000円。 

  304ページ、第７款市債は１億7,490万円など

であります。以上、歳入合計は２億3,927万

3,000円であります。 

  306ページ、歳出でありますが、第１款浄化

槽整備事業費が２億3,602万7,000円。 

  308ページ、第２款公債費が324万5,000円で、

310ページ、歳出合計は２億3,927万3,000円で

あります。その結果、歳入歳出差し引き残額は

ございません。 

  次に、認第４号平成26年度寒河江市簡易水道

事業特別会計歳入歳出決算の認定について御説

明申しあげます。314ページをお開き願います。 

  歳入でありますが、第１款使用料及び手数料

が56万1,000円。 

  第２款繰入金が511万1,000円などであり、歳

入合計は589万円であります。 

  次に、316ページ、歳出でありますが、第１

款総務費が589万円であり、歳入歳出差し引き

残額はございません。 

  次に、認第５号平成26年度寒河江市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算の認定について御説

明申しあげます。320ページをお開き願います。 

  最初に歳入でありますが、第１款国民健康保

険税は９億7,826万4,000円。 

  322ページ、第３款国庫支出金は10億140万

7,000円。 
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  326ページ、第４款療養給付費等交付金は３

億6,214万6,000円。 

  第５款前期高齢者交付金は９億2,365万5,000

円。 

  328ページ、第６款県支出金は２億1,352万

2,000円。 

  第７款共同事業交付金は５億5,228万4,000円。 

  330ページ、第９款繰入金は３億5,992万

9,000円。 

  332ページ。第10款繰越金は１億4,087万

6,000円などであります。 

  336ページ、以上、歳入合計は45億3,607万

8,000円であります。 

  次に、歳出でありますが、340ページ、第２

款保険給付費は29億3,002万2,000円。 

  346ページ、第３款後期高齢者支援金等は５

億886万2,000円。 

  348ページ、第６款介護納付金は２億3,164万

9,000円。 

  350ページ、第７款共同事業拠出金は４億

8,345万1,000円。 

  354ページ、第９款基金積立金は１億182万

6,000円などであります。 

  356ページ、以上、歳出合計は43億6,762万

8,000円であります。この結果、歳入歳出の差

し引き残額は１億6,845万１,000円となり、こ

れは翌年度に繰り越しをしております。 

  次に、認第６号平成26年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算の認定について御

説明申しあげます。 

  360ページをお開き願います。 

  歳入でありますが、第１款保険料が２億

9,282万9,000円。 

  362ページ、第５款繰入金が１億3,060万

1,000円などであり、366ページ、歳入合計は４

億3,538万7,000円であります。 

  368ページ、歳出でありますが、第２款後期

高齢者医療広域連合納付金４億1,493万3,000円

などであり、372ページ、歳出合計は４億2,579

万7,000円であります。この結果、歳入歳出差

し引き残額は959万1,000円となり、これは翌年

度に繰り越しをしております。 

  次に、認第７号平成26年度寒河江市介護保険

特別会計歳入歳出決算の認定について御説明申

しあげます。376ページをお開き願います。 

  歳入でありますが、第１款保険料は６億

2,395万6,000円。 

  第３款国庫支出金は９億3,888万円。 

  378ページ、第４款支払基金交付金は10億

4,901万3,000円 

  380ページ、第５款県支出金は５億4,750万

4,000円。 

  382ページ、第７款繰入金は５億9,529万

1,000円などであります。 

  388ページ、以上、歳入合計は37億7,051万

7,000円であります。 

  次に歳出でありますが、392ページ、第２款

保険給付費が35億4,032万5,000円。 

  396ページ、第４款地域支援事業費が7,262万

1,000円などであり、400ページ、歳出合計は37

億3,355万1,000円であります。この結果、歳入

歳出差し引き残額は3,696万7,000円となり、こ

れは翌年度に繰り越しをしております。 

  次に、認８号平成26年度寒河江市介護認定審

査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて御説明申しあげます。404ページをお開き

願います。 

  歳入でありますが、第１款分担金及び負担金

は1,454万6,000円。 

  第２款繰入金が860万9,000円。 

  第３款繰越金が197万円などであり、406ペー

ジ、歳入合計は2,513万5,000円であります。 

  次に、408ページ、歳出でありますが、第１

款介護認定審査会費が2,162万1,000円でありま

す。 

  歳入歳出差し引き残額は351万4,000円であり、
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翌年度に繰り越しをしております。 

  次に、認第９号平成26年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認

定について御説明申しあげます。412ページを

お開き願います。 

  歳入でありますが、第１款高松財産区が20万

6,000円。 

  414ページ、第２款醍醐財産区が25万8,000円。 

  418ページ、第３款三泉財産区が28万1,000円

で、420ページ、歳入合計は74万6,000円であり

ます。 

  422ページ、歳出でありますが、第１款高松

財産区が11万2,000円。 

  第２款醍醐財産区が19万2,000円。 

  424ページ、第３款三泉財産区が21万8,000円

で、426ページ、歳出合計は52万2,000円であり、 

歳入歳出差し引き残額22万3,000円は、翌年度

に繰り越しをしております。 

  以上、一般会計及び各特別会計の決算の概要

について補足説明申しあげましたが、詳細につ

きましては、主要な施策の成果に関する説明書

をごらんくださいますようお願い申しあげます。 

  続きまして、認第10号平成26年度寒河江市立

病院事業会計決算の認定について御説明申しあ

げます。 

  最初に１ページ、収益的収入及び支出であり

ますが、収入は第１款病院事業収益17億2,543

万9,000円で、支出は第１款病院事業費用17億

9,001万1,000円であります。 

  次に、３ページ、資本的収入及び支出であり

ますが、収入は第１款資本的収入が8,459万

6,000円で、その内訳は第１項企業債が2,530万

円、第２項他会計負担金が5,929万6,000円であ

ります 

  支出は第１款資本的支出が１億3,618万5,000

円で、その内訳は第１項建設改良費が4,394万

2,000円、第２項企業債償還金が9,224万3,000

円であります。 

  支出額に対する収入不足額5,158万9,000円は

損益勘定留保資金等で補塡しております。 

  次に、５ページ、損益計算書でありますが、

１の医業収益は、入院収益及び外来収益、他会

計負担金など合計12億890万7,000円であります。 

  ２の医業費用は給与費、材料費など合計16億

9,157万1,000円であります。 

  ３の医業外収益は、他会計負担金、他会計補

助金などで合計５億1,407万4,000円であります。 

  ４の医業外費用は、企業債利息など4,713万

円であります。 

  この結果、1,572万円が経常損失となりまし

た。 

  ６ページ、６の特別損失は地方公営企業会計

制度の見直しにより賞与引当金等の計上が義務

化されたことによる手当が6,177万1,000円であ

ります。その結果、当年度純損失は7,749万

1,000円となり、当年度未処理欠損金は７億

5,036万6,000円となりました。 

  次に、７ページの剰余金計算書でありますが、

資本金合計は会計制度等の見直しにより借入資

本金が負債へ変更となったため、当年度末残高

は13億5,803万2,000円となり、資本剰余金合計

はみなし償却制度廃止に伴う経過措置のため、

当年度末残高は3,806万円であります。利益剰

余金合計は繰越欠損金前年度末残高が６億

7,287万4,000円で、当年度純損失が7,749万

1,000円ありますので、当年度末残高はマイナ

ス５億5,036万6,000円となりました。その結果、

資本合計の当年度末残高は６億4,572万6,000円

となりました。 

  次の欠損金処理計算書でありますが、当年度

末処理欠損金７億5,036万6,000円を翌年度に繰

り越すものであります。 

  次に、９ページ、貸借対照表であります。 

  最初に、資産の部、１の固定資産であります

が、有形固定資産の合計が12億6,297万円で、

これに無形固定資産５万1,000円及び投資1,069
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万1,000円を加えた合計は12億7,371万3,000円

であります。 

  ２の流動資産でありますが、現金預金、未収

金及び貯蔵品で合計２億9,217万3,000円であり

ます。 

  この結果、資産合計は15億6,588万6,000円で

あります。 

  次に、10ページ、負債の部でありますが、１

の固定負債は企業債及びリース債務で合計４億

5,832万1,000円であり、２の流動負債は一時借

入金、未払金など合計３億8,484万9,000円であ

ります。 

  ３の繰延収益は、長期前受金１億8,879万

8,000円から長期前受金収益化累計額１億1,180

万9,000円を差し引いた合計が7,698万9,000円

となり、この結果、負債合計は９億2,016万円

であります。 

  次に資本の部でありますが、１の資本金は13

億5,803万2,000円、２の剰余金は資本剰余金が

3,806万円、欠損金が７億5,036万6,000円で、

剰余金合計はマイナス７億1,230万5,000円であ

ります。 

  その結果、資本合計は６億4,572万6,000円、

負債資本合計は15億6,588万6,000円であります。 

  なお、12ページ以降に附属資料を添付してお

りますので、御参照くださるようお願いいたし

ます。 

  以上、一般会計及び８特別会計並びに市立病

院事業会計の決算について御説明申しあげまし

た。よろしくお願い申しあげます。 

○阿部 清委員長 次に、議第53号平成26年度寒

河江市水道事業会計利益の処分及び決算の認定

について、当局より説明を求めます。軽部水道

事業所長。 

○軽部賢悦水道事業所長 議第53号平成26年度寒

河江市水道事業会計利益の処分及び決算の認定

について御説明申しあげます。 

  初めに、決算について申しあげます。 

  決算書１ページ、２ページの収益的収入及び

支出についてでありますが、収入の第１款水道

事業収益決算額は、前年度比5.1％増の11億

3,288万3,950円で、支出の第１款水道事業費用

決算額は、前年度比5.6％増の９億8,896万

3,416円となったところであります。 

  続きまして、３、４ページの資本的収入及び

支出についてでありますが、収入の第１款資本

的収入決算額は、2,877万7,416円で、その内訳

は工事負担金と国庫補助金であります。 

  一方、支出の第１款資本的支出は、５億

7,326万4,088円となり、収入額が支出額に対し

て不足する額５億4,448万6,672円につきまして

は、内部留保資金などで補塡いたしました。 

  続きまして、５ページ、６ページの損益計算

書について御説明申しあげます。 

  これ以降は、消費税を抜いた金額となります。 

  １の営業収益は、９億9,667万1,861円で給水

収益が主なものであります。（１）の給水収益

につきましては、前年度比で99.2％となってお

ります。 

  ２の営業費用は、８億9,143万1,157円で水道

施設の維持管理費や人件費など営業活動に要し

た経費であります。 

  ３の営業外収益は、6,072万4,045円で下水道

使用料徴収等事務委託金、長期前受金戻入が主

なものでございます。 

  ４の営業外費用は、4,215万6,432円で企業債

の支払利息等であります。 

  ５の特別利益はありませんでした。 

  ６の特別損失は、1,273万2,379円で不納欠損

金及び会計制度の見直しに伴う職員の手当など

であります。 

  この結果、当年度純利益は１億1,107万5,938

円を計上することができたところでございます。 

  また、前年度繰越利益剰余金5,360万1,348円

とその他未処分利益剰余金変動額16億8,322万

6,619円を加えた当年度未処分利益剰余金は、
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18億4,790万3,905円となります。なお、その他

未処分利益剰余金変動額は、地方公営企業会計

制度の見直しに伴う移行処理によるもので、補

助金等により取得した減価償却の累積額であり、

実態は水道の施設となっているものであります。 

  続きまして、７ページ、８ページの剰余金計

算書であります。資本剰余金の寄附金は増減が

なく、1,399万円であります。受贈財産評価額

及びその他資本剰余金は、移行処理により当年

度末残高がゼロ円となっております。この結果、

資本剰余金合計当年度末残高は1,399万円とな

ります。 

  続きまして、利益剰余金であります。減債積

立金については、処分後残高１億2,080万6,517

円から2,000万円を資本金に組み入れたことに

より、当年度末残高は１億80万6,517円となり

ます。建設改良積立金については、処分後残高

10億3,524万6,140円から１億2,600万円を資本

金に組み入れたことにより当年度末残高は９億

924万6,140円となります。 

  未処分利益剰余金については、処分後残高

5,360万1,348円に先ほどのその他未処分利益剰

余金変動額16億8,322万6,619円を加え、さらに

当年度純利益の１億1,107万5,938円を加えるこ

とにより当年度末残高は18億4,790万3,905円と

なります。 

  この結果、利益剰余金合計は、年度末残高は

28億5,795万6,562円となります。 

  次に、10ページ、11ページの貸借対照表につ

いて御説明申しあげます。 

  初めに資産の部ですが、年度末現在高から各

資産の減価償却額を差し引いた有形固定資産の

合計額は、83億9,388万4,495円となります。 

  （２）の無形固定資産48万6,310円と合わせ

て固定資産の合計額は、83億9,437万805円とな

ります。 

  ２の流動資産は、現金預金、未収金、貯蔵品

で流動資産の合計は12億8,835万4,903円となり、

資産合計は96億8,272万5,708円となります。 

  続きまして、11ページの負債の部であります。

３の固定負債は建設改良等企業債のうち、平成

28年度以降に返済予定分の未償還残高額で15億

267万9,966円となります。 

  ４の流動負債は建設改良等企業債のうち、平

成27年度に返済予定分の未償還残高、未払金、

預り金、引当金及びその他流動負債の合計で２

億6,896万3,725円となります。この繰延収益は、

長期前受金から長期前受金収益化累計額を減額

したもので、合計で12億8,337万7,296円となり、

負債合計は30億5,502万987円となります。 

  続きまして、資本の部であります。６の資本

金合計は37億5,575万8,159円となります。７の

剰余金は資本剰余金、利益剰余金で剰余金合計

は28億7,194万6,562円となり、資本合計では66

億2,770万4,721円となります。この結果、10ペ

ージの資産合計と11ページの負債資本合計は、

同額の96億8,272万5,708円となるものでありま

す。 

  次に、利益の処分について申しあげます。 

  戻りまして、９ページの剰余金処分計算書

（案）について御説明申しあげます。 

  未処分利益剰余金当年度末残高18億4,790万

3,905円から減債積立金に2,000万円、建設改良

積立金に9,100万円を積み立て、移行処理によ

る16億8,322万6,619円を資本金に組み入れるた

め、地方公営企業法第32条第２項の規定に基づ

き議会の議決を求めるものでございます。 

  また、処分後残高5,367万7,286円は翌年度へ

繰り越ししようとするものでございます。 

  なお、14ページ以降に決算附属資料を添付し

ております。よろしくお願い申しあげます。 

○阿部 清委員長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は11時10分といたします。 

 休 憩 午前１０時５７分 

 再 開 午前１１時１０分 

○阿部 清委員長 休憩前に引き続き会議を開き
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ます。 

 

質     疑 

 

○阿部 清委員長 日程第14、これより質疑に入

ります。各委員の所属する分科会の審査案件に

関する質疑は極力控えるとともに、質疑の際は

ページ数を示し要点を簡潔に一括して発言され、

また答弁も要領よくされますよう御協力願いま

す。 

  初めに、認第１号平成26年度寒河江市一般会

計歳入歳出決算の歳入全部について質疑はあり

ませんか。沖津委員。 

○沖津一博委員 124ページでありますけれども、

市債でありますが、昨年より67.4％に減らした

ということで実質公債費率も年々減っているわ

けでありますが、佐藤市長が就任したころには

たしか16.8％ぐらいだったと思うんですけれど

も、今年度見込みで12.1％ということでありま

すけれども、寒河江市として実質公債費比率を

どの程度まで減らしていく考えなのかお尋ねを

したいと思います。 

○阿部 清委員長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今の段階では具体的な数字とし

て目標を立てているわけではありませんが、

12.1％、27年度末を12.1と見込んでいるわけで

すけれども、12％ぐらいになると13市の中で真

ん中、中位ぐらいになっています。そういう意

味でまだまだ健全化、低いところの自治体もあ

るわけでありますから、その辺のところをさら

に一段と健全化に向かって努力していく必要が

あると認識しております。 

○阿部 清委員長 沖津委員。 

○沖津一博委員 ちなみに、山形県内で一番実質

公債費比率が低いところはどれくらいなんです

か。わかれば教えていただきたいと思います。 

○阿部 清委員長 宮川財政課長。 

○宮川 徹財政課長 25年度の実績ということで

お答えさせていただきたいと思います。 

  13市の中で実質公債費比率が一番低いのが天

童市の6.1％であります。 

○阿部 清委員長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第１款及び歳出第２款について質

疑はありませんか。内藤委員。 

○内藤 明委員 第１款、第２款、全体にかかわ

る問題で監査委員にお尋ねしますが、前にも御

指摘申しあげたことがあるんですけれども、決

算審査のさまざまな13市の資料を前につけてお

いていただきたいんですが、残念ながら今回も

ないんですね。その後の経過もいろいろあると

思いますけれども、多分監査委員のそれぞれの

研修会とか何かおありになると思うんですが、

その席には出てくるのかわかりませんが、多分

今は恐らく13市の状況について、監査委員はき

っとわかっていらっしゃるんだろうなと思いま

す。参考としてはここには出せないということ

なんだろうと思いますが、そうなのかどうかお

尋ねしたいと思います。 

○阿部 清委員長 大沼代表監査委員。 

○大沼孝一郎監査委員 お答え申しあげます。 

  去年も同じような質問をいただいて答弁した

かと思いますけれども、今の内藤委員からお話

ありましたように、そもそも審査意見書という

のは様式等決まっておりませんで、各団体で工

夫してよりわかりやすくという観点でそれぞれ

工夫してつくっております。 

  13市、特に人口規模からいって９市との比較

が参考になるわけでございますけれども、監査

委員レベルで議会に認定する前に認定に付する

前に監査委員レベルで数値を交換する、公表す

るということについていかがなものかというあ

る団体から問題提起がございまして、私どもは

情報交換ということであくまでも議会の審査に

付するため、概報ということでこれまで取り扱

ってきたわけでございます。ただ、そういった
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意見もありまして、なかなか監査委員レベルで

はいろんな指標、指数というものを正式に交換

できにくくなっているというのが現状でござい

ます。 

  なかなかそれでは、という意見も当然いただ

いておりますので、ほかのレベルで情報交換、

概数外報ということで出ている数字があります

ので、そういったことも活用しながらあるいは

場合によっては１年おくれになりますけれども、

25年度の決算数値の指標等用いて比較するよう

な表も工夫してつくっております。 

  ただ、今内藤委員からお話ありましたことに

つきましては十分お聞きしておりますし、私ど

もも認識しておりますので、何とか工夫したい

とは思いますけれども、そんな事情があるとい

うことだけは御理解お願いしたいと思います。 

○阿部 清委員長 内藤委員。 

○内藤 明委員 25年の資料となりますと、決算

審査するに当たっての参考程度になるかもわか

りませんけれども、いろんな意味で質疑する際

にちょっと余りにもかけ離れたことになってし

まいますので、ないよりはいいんですけれども、

ぜひ御努力をいただきたいなと思っているんで

すが、この前もそういう要請を申しあげたとこ

ろでありますけれども、ただ、中にはここにあ

るように、例えば県内各市の市税収入状況比較

表なんてはあるんですね。こういうのは、都合

のいいところばかり出すなんては私は思いませ

んけれども、こういう資料がおありになるなら

ば多分別な資料もあるんだろうと私、思うのよ。

だから、これはそれぞれの議会だって決算審査

に当たってこれをもう既に終わったなんていう

数値ではないでしょう。多分、そうだと思うん

です。どうですか。 

○阿部 清委員長 大沼代表監査委員。 

○大沼孝一郎監査委員 今そこに、先ほど申しあ

げた話の続きになりますけれども、監査委員レ

ベルでの話を先ほど申しあげました。実務課同

士でいろんな会議とか数値の情報交換等ありま

すので、あくまでの概報概数という捉え方であ

りますけれども、そういった数字でできるもの

はせめてわかりやすくという観点でそういった

表をつくっているものでございます。なお、今、

趣旨も十分踏まえてなおもう少し工夫できない

か検討してまいりたいと思います。 

○阿部 清委員長 ほかに質疑はありませんか。

沖津委員。 

○沖津一博委員 156ページ、選挙啓発費であり

ますけれども、20万円予算を計上しているわけ

なんですけれども、13万5,000円とって６万

4,000円ほど残っています。現在、選挙といい

ますと投票率が非常に悪くなっております。私

はこの20万円でも足りないのではないのかなと

思っておりますが、投票率を上げるためにどの

ような努力をなさっているのか。なぜこの予算

が６万円ほど残ったのかということでお聞かせ

いただきたいと思います。 

○阿部 清委員長 菅野選管事務局長。 

○菅野英行総務課長（併）選挙管理委員会事務局

長 選挙啓発費につきましては、消耗品という

ことでポケットティッシュを配ったり、明るい

選挙ポスターの参加賞品ということで、消耗品

程度ということでありますので、それ以外の事

業としては取り組んでいないといいますか、予

定されなかったということでございます。 

  現在、選挙につきましては、街頭の啓発活動

でありますとか、選挙のときには特別に行いま

すけれども、そういった程度のことをやってお

りまして、何年かに１回は県の選管とのタイア

ップで出前講座とか模擬投票などを行っている

ような状況でございます。 

○阿部 清委員長 沖津委員。 

○沖津一博委員 大分昔というと失礼ですけれど

も、昔は投票率も大体市議会あるいは市長選な

んかも80％を超えていたわけですね。それが、

今では60％ということで、都会のほうでは50％
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を切るようなところもありますしね。非常に投

票率が悪くなっております。選挙は国民の義務

と言われているわけですけれども、何回の選挙

にも、10年も20年も選挙全然やらないなんてい

う人もいると思うんですけれども、そういった

方々に対してできるだけ選挙を行っていただく

ような方策とかなんかは考えているんですか、

どうですか。伺いたいと思います。 

○阿部 清委員長 菅野選管事務局長。 

○菅野英行総務課長（併）選挙管理委員会事務局

長 こちらの啓発事業につきましては、明るい

選挙推進協議会を中心とした団体と連携して行

っているというところでありまして、毎年総会

を開きまして協議をするわけであります。今後、

その中で18歳選挙権に移ったということもあり

ますので、さらにそちらを見ながら投票率の上

がるような行動を取り組んでいかなければなら

ないと思っております。 

○阿部 清委員長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第３款及び歳出第４款について質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第５款から歳出第７款までについ

て質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第８款から歳出第９款について質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第10款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第11款から歳出第13款までについ

て質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  認第２号平成26年度寒河江市公共下水道事業

特別会計歳入歳出決算の認定についてに対する

質疑はありませんか。沖津委員。 

○沖津一博委員 寒河江市も、公共下水道をして

から大分なると思うんですけれども、私も散歩

なんか歩きますと下水道が通っているのにまだ

つないでいないという家庭が結構見受けられる

んですね。本当に川が汚くて歩きにくいところ

も非常にあるんですけれども、現在公共下水道

が通っていてまだつないでいない家庭はどれく

らいあるのか。そして、そのつないでいない家

庭にできるだけ早くつないでいただけるような

方策をとっているのかどうなのか伺いたいと思

います。 

○阿部 清委員長 森谷下水道課長。 

○森谷孝義下水道課長 ちょっとお待ちください。

資料を探しています。 

  平成26年度末の水洗化普及率でございますが、

人口比で水洗率が85.7％、普及率で75.8％とな

っております。普及活動でございますが、ダイ

レクトメール、電話での対応、訪問等行いなが

らなるべく早くつないでいただけますようお願

いしているところでございます。 

○阿部 清委員長 ほかにありませんか。内藤委

員。 

○内藤 明委員 特別会計全体に当たることで、

これもまたたびたび監査委員に恐縮ですが、お

尋ねをしたいと思いますが、先般議会運営委員

会が開かれまして、そこで64ページの関係が差

しかえということでなったわけでありますけれ

ども、議会運営委員会では了ということでその

まま差しかえとなったわけでありますが、私わ

からないので、監査委員したことないのでわか

らないのでお尋ねしますが、印刷所に発注して、

原稿の段階から発注し印刷物ができ上がってく

るまで時系列的にどうなっているのかお伺いし

たいと思います。 

○阿部 清委員長 大沼代表監査委員。 

○大沼孝一郎監査委員 まず最初に、このたび議

会に事前に送付した議案につきまして、直前に

誤りに気づきまして差しかえをお願いしました
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ことにつきましてまことに申しわけないと認識

しております。おわびを申しあげたいと思いま

す。 

  今お尋ねのことについてお答えいたします。 

  原稿につきましては、私どもでパソコンとい

いますか、全部つくりましてデータではなくて

紙そのもの、打ち出した原稿を印刷会社に印刷

製本をお願いしております。ですから、私ども

でつくった最初といいますか、原稿そのものに

誤りがあったということでございます。 

○阿部 清委員長 内藤委員。 

○内藤 明委員 なお、わからなくなりましたけ

れども、例えばパソコンからとった情報をその

まま印刷に提供したので、出す段階で間違えた

というのなら私もわかるんですよ。ところが、

原稿で差し上げたものが間違ったということは、

つまりこの表を前年度の表をそのままやったと

いうことになるんですか。 

○阿部 清委員長 大沼代表監査委員。 

○大沼孝一郎監査委員 結果としてページごとに

調整してつくるわけですけれども、今御指摘が

ありましたけれども、25年度の表が26年度用に

更新ならないといいますか、そういうことでの

間違いでございます。 

○阿部 清委員長 内藤委員。 

○内藤 明委員 例えば、原稿を出して印刷仕上

がるまでには校正なさると思うんですよね。１

校、２校、どのぐらい校正するかわかりません

けれども、普通、ちょうど考えればそうなると

思うんですが、でき上がってきた製本された段

階で署名されるんじゃないでしょうか。それも

私わかりませんが、署名なさって私どもに配付

なるんだろうと思いますけれども、25年度のこ

ういう印刷物が紛れ込むということはあるんで

しょうか。それがちょっとわからないですね。

どうですか。 

○阿部 清委員長 大沼代表監査委員。 

○大沼孝一郎監査委員 正確に説明しますと、紛

れ込むということじゃなくて、パソコンでつく

るもんですから、どうしても前年度のデータを

活用して更新していくわけですね。ずっと更新

していく中で、最後の64ページ、つまり付表と

いいますか、それについて詳しくというか、正

確にはわかりませんけれども、結果として更新

ならないものが印刷所に原稿として発注してし

まったということでございます。 

○阿部 清委員長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  認第３号平成26年度寒河江市浄化槽整備事業

特別会計歳入歳出決算の認定についてに対する

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  認第４号平成26年度寒河江市簡易水道事業特

別会計歳入歳出決算の認定についてに対する質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  認第５号平成26年度寒河江市国民健康保険特

別会計歳入歳出決算の認定についてに対する質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  認第６号平成26年度寒河江市後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算の認定についてに対する

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  認第７号平成26年度寒河江市介護保険特別会

計歳入歳出決算の認定についてに対する質疑は

ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  認第８号平成26年度寒河江市介護認定審査会

共同設置特別会計歳入歳出決算の認定について

に対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  認第９号平成26年度寒河江市財産区特別会計

（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認定につ

いてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 
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  認第10号平成26年度寒河江市立病院事業会計

決算の認定についてに対する質疑はありません

か。内藤委員。 

○内藤 明委員 私も委員会所属ではありますが、

市長、ここにおられますのでお尋ねしたいと思

っているんですが、大変厳しい経営状況である

わけでありますけれども、監査委員の御指摘の

とおり決算意見書にもありますけれども、経営

健全化は喫緊の課題だと記されております。私

もそうだなと思います。 

  現在保有している医療資源を最大限に活用し

ということが監査委員の資料にも意見書にも出

ておりますけれども、現在そうした医療資源を

活用するような、できるような方策というのは

お持ち合わせなのかお尋ねしたいと思います。 

○阿部 清委員長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ここ数年といいましょうか、毎

年決算の監査委員の意見書などで御指摘をいた

だいて、我々としても何とか少しでも経営が健

全化していくように努力をしたいと思って、鋭

意取り組んでいるところでありますし、御指摘

がありました、さまざまな今の病院あるいは施

設だけでなくて医師も含めて人的な資源なども

含めて何とかそういう、保有する資源を最大限

に活用しながら、それを経営の健全化に結びつ

けていくためにどうしたらいいかということで、

健全化のための組織などもいろいろつくらせて

いただいて取り組んでおります。 

  そういう意味で、来年度に向けて１つには新

しく病院事業管理者の組織なども今検討してい

るところでありますし、そういう意味では今の

組織に加えてそういう新しい経営健全化に向か

った組織が立ち上がるとも思います。さらには、

今課題になっております在宅の介護、看護など

との連携ということで、市の医師会の皆さんと

も協議をさせていただいて、市立病院の機能と

地域在宅のニーズとうまく調整をしていく中で、

新しい市立病院の役割というものを見つけてい

くなどという分野も、何とか今検討中でありま

すけれども、進めていきたいと思っているとこ

ろでありますし、また病院の中でもいろんな新

しい経営健全化に向けた取り組みについていろ

んな医師、看護師、さらにはスタッフ、力を合

わせて健全化に向けた取り組みについて研究を

しながらあるいは実践に向かっているところで

あります。 

  そういう意味で徐々にではありますけれども、

数字の面でも健全化というんでしょうか、少し

改善の方向に進んでいる、と今年度の状況など

を見るとそう向かっていると思います。そうい

う意味で、何とか大変厳しい状況を少しでも早

く脱していくような、知恵を絞りながら取り組

んでいると御理解いただきたいと思います。 

○阿部 清委員長 内藤委員。 

○内藤 明委員 今、市長からお話がありました

中で在宅医療なんかは市民が望んでいる一つの

分野だと私も思いますので、急いでそうした体

制を築いていただきたいなと思っております。 

  主な施策の成果に関する説明書の中でも自治

体病院の主催するセミナー等にも参加しておら

れるようでありますけれども、そこでもいろい

ろな研修をされてきているんではないかと思い

ますが、もう一つは今のある資源を生かすとい

う方法では、前にも申しあげたかもわかりませ

んが、例えば西川町立病院なんかでは健康診断

なんか行われていますね。手っ取り早くそうし

た方法なんかも私はあるんじゃないかと思って

いるんですが、ただ考えるに医師会の協力も要

るのかどうかわかりませんけれども、病床の利

用率からしてそうした対応が人間ドックのよう

な形でできるんじゃないかと思っています。医

師の確保の問題なんかもあると思うんですが、

そうしたことを検討してみることも今ある資源

を生かすということでは必要なのではないかな

と考えております。 

  ただ、もう一つ医師会の協力を得るというこ
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とになりますと、最上川ふるさと公園のところ、

買ってもらったばかりですから、そこら辺の難

しさというのもあるんですが、ただ背に腹はか

えられませんから、やはり市立病院の健全化を

目指していくということではそういう方法もあ

るんじゃないかなと思いますので、そうしたと

ころについての市長の御見解はいかがでしょう

か。 

○阿部 清委員長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市立病院も大変経営が厳

しいわけでありますけれども、寒河江市立病院

だけが経営が厳しい自治体病院としてだけでは

ありませんので、そういう意味で管内の病院、

町立病院なども大変厳しい数字が出ているとこ

ろでありますから、先般もそれぞれ町立病院を

有する首長さんなどとも何とか連携をしながら、

内藤委員がおっしゃったような取り組みなども

含めて限られたスタッフ、人材でありますけれ

どもうまく連携をしながら足りないところを補

うなどということで協力できないかということ

を話をさせていただいているところであります。 

  そういう意味で、医師会は西郡一本というこ

とでもありますから、そういう部分の連携など

も協力をいただきながら人材の、あるいは資源

の有効活用と取り組みを進めていければと思っ

ているところであります。 

○阿部 清委員長 ほかに質疑はありませんか。

柏倉委員。 

○柏倉信一委員 総論というか、考え方でお尋ね

をしたいんですが、市内にかかわらずですけれ

ども、結構高齢者の介護施設と市立病院さんと

の連携というのはどのようになっているのかお

尋ねをしたいと思います。 

○阿部 清委員長 土屋病院事務長。 

○土屋恒一病院事務長 お答え申しあげます。 

  市内の介護施設との連携ということで、当院

では地域連携室を設けておりまして、例えば療

養病棟への入院とか、そしてまた大腿骨の頸部

骨折をした患者さんとの連携パスによって他病

院からあるいは施設からの受け入れとかそうい

った連携というものは行っておりまして、地域

医療連携室を窓口にしながら連携をとらせてい

ただいております。 

○阿部 清委員長 柏倉委員。 

○柏倉信一委員 大体私が何をお聞きしたいのか

は想像つくと思うんですけれども、具体的に市

内の介護施設あたりから搬送される人数とか、

そういったものは把握しておられますか。わか

ればお尋ねをしたいと思います。 

○阿部 清委員長 土屋病院事務長。 

○土屋恒一病院事務長 具体的に資料を持ち合わ

せておりませんので、この場ではお答えするこ

とができません。 

○阿部 清委員長 そのほか、質疑ありませんか。

申しわけありません。柏倉委員。 

○柏倉信一委員 多分そうだろうと思いますし、

なかなかそこまでの分析は厳しいのかなと思う

んですけれども、高齢者の施設ばかりでなくて

対策というものを考えると結構介護施設さんで

も苦慮していらっしゃるというのが実情ではな

いかと思うんです。確かに、けが的なものもそ

うですけれども、病的なものも当然あるわけで、

市内で施設を運営しておられる方の一番の悩み

の種は急患が出た場合の対応となるのではない

かと思うんです。 

  ですから、事務的なこともさることながら、

総論的な打ち合わせの機会はぜひ必要ではない

かと私なりに思っている部分があるのでお尋ね

をしたところでした。これ以上の答弁は求めま

せんけれども、ぜひそういう機会というものを

密接につくっていただいて、施設そのものを運

営する側も安心して施設を運営できる体制をぜ

ひ構築していただきたいということを申しあげ

ておきます。 

○阿部 清委員長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 
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益の処分及び決算の認定についてに対する質疑

はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

分科会分担付託 

 

○阿部 清委員長 日程第15、分科会分担付託で

あります。 

  このことにつきましては、お手元に配付して

おります分科会分担付託案件表のとおり、それ

ぞれの分科会に分担付託いたします。 

 

 分科会分担付託案件表  

分  科  会 分担付託案件 

総務産業分科会 

認第１号中歳入全部、歳出

第１款、歳出第２款の一

部、歳出第３款の一部、歳

出第５款、歳出第６款、歳

出第７款、歳出第８款、歳

出第９款、歳出第１１款、

歳出第１２款、歳出第１３

款、認第２号、認第３号、

認第４号、認第９号、議第

５３号 

厚生文教分科会 

認第１号中歳出第２款の一

部、歳出第３款の一部、歳

出第４款、歳出第１０款、

認第５号、認第６号、認第

７号、認第８号、認第１０

号 

 

 

   散    会    午前１１時５０分 

 

○阿部 清委員長 本日はこれにて散会いたしま

す。 

  大変御苦労さまでした。 

 


